
メ ン タル トレー ニ ン グ

本年 4月 より田丸名誉教授 (現理科大教授)の

後を受けて横浜国大より戻って日も浅く,最近の

東大の理解や経験はとても充分ではありませんが ,

メンタル トレーニングと東大の教育について述べ ,

編集委員会からの割当字数を埋めさせて頂きたい

と思います。

オリンピックが終るとお決まりの如く本番にお

ける日本選手の弱さ (勿論感動的な立派な成績も

ありますが)が話題となります。案の定,先日の

TV番組の中でこの事が取り上げられ体育心理学
的な分析がなされておりました。 LAオ リンピッ

クの出場選手へのアンケートで運動 トレーニング

以外にメンタル トレーニングをしている者の割合

は約25%でありますが,金・銀メダルを獲得した

者では実に 8割以上の選手がメンタル トレーニン

グをしているとの事であります。メンタル トレー

ニングは探究心や向上心を常に持たせると共に本

番での実力発揮に導く効果があります。日本選手

の多くはこの面の トレーニングが不充分であると

いえます。一流選手を見てみますと,日標達成或

いは成功の確率が30%,不成功70%位の時に優れ

た結果を生じるという事です。一方,並の選手は

この割合が50-50%の 時良い成績を残します。つ

まり,一流なほど不安と緊張を抱きつつもこれを

上回る探究心と向上心により大きなレベルアップ

が計れると読み取れます。

研究,教育に話を移しますと,こ の数字がその

まま当てはまるとは根拠がありませんが結構似て

いるのではないでしょうか。

岩 澤 康 裕 (化学 )

共通一次の輪切り型偏差値を見るまでもなく,

東大合格者は一流の資質を持っています (少なく

とも親はそう思い,本人はそう信 じ,教官はそう

期待する)。 大学受験制度は多年多くのさまざま

な問題や批判を抱えて来ましたが,一貫して東大

のやるべき事は,高校カリキュラムの表面的な勉

強では合格30%,不合格70%の 質的に難しい入試

問題を世に発表していくことではないでしょうか。

東大は底辺を上げるのではなく頂上をより高くす

る義務があります。受験は選抜行事ではあります

が, これを通して意図的積極的にレベルアップ教

育を図る事が大切なように思われます。

研究室における院生の研究で,例えば横浜国立

大では60～70%の成功が予想されるテーマを与え

ると良好な結果が生まれますが,東大の置かれた

立場と使命を考えますと,ただ論文数を増やす類

いの仕事より (場合により必要でありますが)む

しろ,研究指針,核心,不連続性を生み出し,院

生に不安,緊張を持たせつつ意欲的研究心を揺り

起すテーマという事になろうかと思います。研究

の発展のみならず次世代の人材や研究者を育てる

にはやはり30%～ 70%則が当てはまるように思わ

れます。

割当字数もほぼ終り,全 く尻切れ靖蛉で筆を置

かねばなりませんが,ま た何も運動におけるメン

タル トレーニングを持出すまでもなく,在り来た

りの結論となっているかも知れませんし,或いは

異論がおありかと思います。忌弾のない御批判 ,

御意見を頂ければ幸いです。
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